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序 章  良好な町田市の景観づくりを目指して 

 

はじめに 

 

景観とは 

「景観」とは、建物やまち並み、山の稜線、道路、木々の緑など、普段目にして

いる「風景」や「景色」を人々がどのように認識しているかを表す言葉です。 

景観は、見た目の「美しさ」だけではなく、そのまちの表情や個性といった「健

康の度合い」を表し、その場所の風の感触や、草木の香り、地面の踏み心地、にぎ

わい、日差しの暖かさ、なつかしさ、安心感など、五感で感じるさまざまな感覚や、

地域の文化、風土とも深く関わっています。 

 

 

町田市の景観づくり 

町田市の景観は、それぞれの地域の多くの人々によって日々の生活と共に守られ、

育くまれてきました。 

これからも地域で長い間守られてきた魅力的な景観を、地域で共有し、守り育て

ていくとともに、新たにつくられるものについては、その地域の資源や特徴に配慮

して景観づくりを進めていくことが重要であると考えます。 

景観づくりは、そうした地域への配慮の積み重ねによって、地域の魅力を高めて

いくことであると考えます。だれもがそれぞれの地域の景観に愛着を持ち、魅力的

な景観を地域の共通の財産として次世代に引き継いでいくことを目指し、景観づく

りに取り組みます。 
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序章 良好な町田市の景観づくりを目指して 

１ 計画策定の背景と必要性 

町田市は、多摩丘陵の連なりと谷戸の織りなす表情豊かな地形を有し、田畑や里山等の

緑が多くの人々の手によって引き継がれた豊かな自然環境を残しています。 

一方、戦後の高度経済成長期の中で急速に市街化が進み、多くの住宅地がつくられ、そ

れぞれの地域の成り立ちに応じて多様なまち並みが形成されています。 

また、町田駅周辺は、幕末の頃から生糸の生産地と横浜とを結ぶ「絹の道」の要所とし

て栄え、現在も町田市だけではなく周辺都市の商業の拠点として、「商都まちだ」を特徴づ

けるにぎわいのある景観が見られます。 

このような、自然・歴史・文化・生活・経済活動を背景として培われてきた町田市の景

観は、活発な市民の活動を中心につくられてきました。 

それぞれの地域における景観の価値を、市民の誇りとして、継承し、創造していくため

には、町田市独自の考え方を持ち、積極的に景観づくりに取り組んでいく必要があります。 

景観法※１の施行により、地方公共団体が景観法に基づいて景観づくりを進めることが可

能になり、基礎自治体である市が積極的に景観行政を担い、地域住民の意見を反映したき

め細かな景観づくりに取り組むことが求められています。 

今後、町田市としてより良い景観づくりを進めていくために、景観法及び町田市景観条

例※２に基づき、町田市の景観づくりの方針を明確にし、誘導を図るとともに、市民、事業

者、行政の協働による独自の取り組みを推進する計画として、「町田市景観計画」を策定し

ます。 

  

                                                  
※１ 景観法（平成１６年法律第１１０号）：我が国の都市、農山漁村等における良好な景観の形成を促進するため、景観計画の
策定その他の施策を総合的に講ずることにより、美しく風格のある国土の形成、潤いのある豊かな生活環境の創造及び個性的で

活力ある地域社会の実現を図り、もって国民生活の向上並びに国民経済及び地域社会の健全な発展に寄与することを目的とする。 
※２ 町田市景観条例（平成２１年６月２６日町田市条例第２３号）：町田市の良好な景観の形成に関し、景観法の規定に基づく
景観計画の策定、行為の規制等に関し必要な事項を定めることにより、市の自然、歴史、文化等に配慮した良好な景観の形成を

推進し、もって生活風景に魅力と豊かさを感じられるまちの実現に資することを目的とする。 
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序章 良好な町田市の景観づくりを目指して 

２ 計画の位置づけ 

町田市基本構想・基本計画※１では、「住みたいまち、すごしたいまち、誰もが誇れるま

ちをつくる」ことを基本目標の一つとして掲げ、「暮らしの快適性を高める」ために、市の

地形の特性を生かし、景観に配慮した四季が感じられるまちづくりを進めること、などが

目標とされています。 

また、町田市中期経営計画※２では、「市民すべてが希望の持てるまち」を目指し、「市民

協働のまち」「環境先進都市」「子育て・保健福祉のまち」「商業・文化芸術都市」の４つの

都市像を掲げ、戦略目標「環境先進都市の創造」の重点施策として、「すぐれた景観の街を

つくる」ことを明示しています。 

本計画は、町田市基本構想・基本計画を実現するための計画として、町田市中期経営計

画や町田市都市計画マスタープラン※３、その他の関連計画との整合を図ります。 

また、町田市景観計画は、景観法及び町田市景観条例に基づいて定め、東京都景観計画

との整合を図ります。 

 

■市の計画の体系図 

町田市基本構想  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■景観法、町田市景観条例、東京都景観計画との関係 

 

 

 

                                                  

町田市基本計画 

町田市中期経営計画 

町田市都市計画マスタープラン 

町田市緑の基本計画 

町田市住宅マスタープラン 

町田市環境マスタープラン 

 

町田市 

景観計画 

景観法 

町田市景観条例 整合
東京都景観計画 

整合 

町田市 

景観計画 

 

整合

※１ 町田市基本構想・基本計画：市の都市像、経営像を明らかにしその方向性を示す。（1993年策定、2004年改定・策定） 
※２ 町田市中期経営計画：「市民すべてが希望の持てるまち」を市政運営の基本的な理念とし、4つの都市像と 3つの行政経 

営改革指針を着実に具体化していくための 5か年（2007年度～2011年度）の戦略計画（2007年策定） 
※３

 都市計画法第１８条の２に位置づけられる「市町村の都市計画に関する基本的な方針」（1999年策定） 

4 



序章 良好な町田市の景観づくりを目指して 

３ 計画の期間 

本計画が想定する目標の時期は、おおむね２０３０年（平成４２年）とします。その後

も、社会状況等をふまえて見直しを図りながら、引き続き計画を運用していきます。なお、

本計画第 6章に示す景観づくりの実践施策については、おおむね 5年ごとを目安に、進捗

状況を確認するとともに、成果指標に基づく評価・検証を行い、必要に応じた見直しを図

っていきます。 

 

 

実行 

（Do） 

評価 

（Check） 

改善 

（Action） 

計画 

（Plan） 

町田市景観計画

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 計画の対象区域 

市では、景観法第８条第２項第１号に規定する景観計画の区域（以下「景観計画区域」

という。）として市内全域を対象範囲と定めます。また、東京都および近隣地方公共団体と

連携・協力しながら、良好な景観づくりを進めます。 
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序章 良好な町田市の景観づくりを目指して 

５ 町田市の現状と動向 

（１）町田市の概要 

１）地勢 

    町田市は、都心からおよそ３０～４０km、横浜市中心部から２０～３０km圏にあ

り、北は多摩市、八王子市に接し、東京都から神奈川県に向かって半島状につきだし

た形状で、東を川崎市、南を横浜市、大和市、西を相模原市と接しています。 

    行政域では東京都の多摩地域の一つの市でありますが、歴史的には神奈川県下の隣

接地域と密接なつながりを持っています。 

    面積は約 7,163ｈａであり、多摩地域（東京都のうち特別区と島しょを除く地域）

の中では、奥多摩町、八王子市、檜原村、青梅市、あきる野市に続き６番目に大きく、

東西に２２.３km、南北に１３.２kmあり、東西に伸びた形状をしています。 

    市内には、小田急小田原線をはじめＪＲ横浜線、東急田園都市線、京王相模原線が

通り、東京や横浜と結ばれ、広域的な交通利便性は高く、また、幹線道路として東名

高速道路、国道１６号線、国道２４６号線が通るなど、交通環境に恵まれています。 

 

■町田市の位置 

※国土地理院 地勢図をもとに作成
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序章 良好な町田市の景観づくりを目指して 

２）人口の推移 

    市の人口は、市制が施行された１９５８年（昭和３３年）当時は約６万人でしたが、

大規模団地の建設や区画整理事業等の施行により１９６０年代から１９７０年代にか

けて急激に増加し、１９５８年（昭和３３年）からの１２年間で人口が３倍に激増し

ました。２００９年（平成２１年）１１月１日現在では、人口総数４１６,８４１人（住

民基本台帳による）であり、近年は、緩やかな増加傾向が続いています。 

    また人口構成の３区分を見ると、０～１４歳の割合が１４．０％、１５～６４歳の

割合が６５．０％、６５歳以上の割合が２１．０％となっています。 

人口構成を全国と比較すると、３０～４４歳及び６０～６９歳の人口の割合が高く、

その反面、７０歳以上の人口の割合が低い状況にあります。 

 

  ■町田市の人口と人口増加率の推移（各年１月１日現在 住民基本台帳の数値による） 
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   ■年齢別の人口構成（２００９年１１月１日現在 町田市統計資料による） 

   

年少人口
 （０歳～１４歳）

１４%

老年人口
   （６５歳以上）

２１%

生産年齢人口
（１５歳～６４歳）

６５%
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序章 良好な町田市の景観づくりを目指して 

（２）自然的要素からみた町田市の景観 

１）地形からみる特徴 

    町田市は、西端の関東山地から次第に丘陵地、台地、低地と段階的に変化し、中心

市街地などがある相模原台地を除いて、ほぼ全域が、関東山地から南東に向かって三

浦半島へと続く多摩丘陵に属しています。 

    市内における多摩丘陵は、鶴見川、境川、恩田川とその支流が深く入り込み、その

浸食によって形成された開析谷※１が発達した地形となっています。 

    市内の最高地点は西北端の草戸山（通称：一年山）の海抜３６４ｍであり、最も低

い地点は三輪地域の海抜２７ｍです。 

    「山地」「丘陵地」「台地」「低地」によって構成され、河川に沿ってひだのように低

地が丘陵地に入り込み、市北西部の丘陵地帯から南東部に向けて、標高が下がってい

きます。 

    市の景観は、起伏に富んだ地形構造と密接な関わりをもちながら形成されています。 

 

  ■多摩丘陵の連なり 

  

出典：町田市緑の基本計画 1999年 9月 

 

 

 

                                                  
※１ 開析谷：風や水の作用により地盤が削られてできた谷状の場所 
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序章 良好な町田市の景観づくりを目指して 

 ２）河川や水辺の景観 

    市内には、主要な河川として鶴見川、境川、恩田川、真光寺川があり、それぞれの

源流が存在します。いずれの河川も多摩丘陵を源流域とし、市域から神奈川県を流れ、

太平洋に注いでいます。 

    鶴見川は、水源を市北部の上小山田地域に持ち、東京湾へと注ぎ込んでいる４２.５

kmの１級河川です。 

    鶴見川は、複雑な地形を有する多摩丘陵の中を、いくつもの谷戸から流れてくる支

流との合流を繰り返しながら流れています。 

    特に、鶴見川源流の泉やその周辺の谷戸、里山によって形成される風景は、町田市

の原風景であり、自然の豊かさを象徴する景観のひとつです。 

    境川は、市の西端の大地沢及び神奈川県の城山湖付近を水源とし、都県境となる多

摩丘陵と相模原台地の間を緩やかな曲線を描いて相模湾へと注ぎ込む４９.８km の２

級河川です。 

    河川沿いには、自転車歩行者専用道路（境川ゆっくりロード）が整備され、河川の

景観を眺めながら、サイクリングやジョギング、ウォーキングを楽しむ光景が見られ

ます。 

 

 

 ■河川の分布及び流水域 

 

出典：町田市緑の基本計画 1999年 9月 
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序章 良好な町田市の景観づくりを目指して 

 ３）農や緑の景観 

  ＜緑地の分布＞ 

    市域は、昭和３０年代まではそのほとんどが農村地域で、クヌギ、コナラ、イヌシ

デ、ヤマザクラなどの雑木林で覆われた樹林地が数多く存在していました。 

    しかしながら、高度経済成長期以降、郊外の樹林地や農地が切り開かれ住宅地が急

速に広がっていきました。 

    現在でも、樹林地、農地の面積はともに減少傾向にありますが、２００７年（平成

１９年）の時点での緑地面積の合計は、市内全域の３５．８％を占めており（公園等、

農用地、水面、山林、原野の合計割合）、市の景観にとって豊かな緑は重要な存在です。 

    特に、市の西部から北部にかけての多摩丘陵では、多くの樹林地が残されています。 

 

 

 

 

■緑地面積の割合 （２００７年（平成１９年）土地利用現況調査より） 

  

道路等
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3.5%山林

18.2%

宅地
43.1%

その他
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10 



序章 良好な町田市の景観づくりを目指して 

  ＜公園・緑地＞ 

    市の都市公園の総数は、２００８年（平成２０年）４月１日現在で６４２ヶ所、総

面積は２７１．２６ha であり、児童遊園を含めると６６０ヶ所、総面積は２７２.５

８haです。 

    他にも、大規模な緑地として、東京都指定の保全緑地「七国山緑地保全地域、図師

小野路歴史環境保全地域、町田代官屋敷緑地保全地域、町田関ノ上緑地保全地域、町

田民権の森緑地保全地域」があり、市の骨格となる緑を支えています。 

 
 
 
    ■都市公園等現況図 

出典：町田市緑の基本計画 1999年 9月

注） 1999 年 9 月以降、七国・相原特別緑地保全地区（特別緑地保全地区）、三輪緑地

（都市計画緑地）、小野路公園（都市計画公園）、薬師池西公園（都市計画公園）、杉谷

戸緑地（都市計画緑地）、上小山田はなみずき公園（都市計画公園）、小山一号緑地（都

市計画緑地）等が追加されています。 
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序章 良好な町田市の景観づくりを目指して 

（３）まち並みの要素からみた町田市の景観 

１）宅地利用比率からみる特徴 

市全体の土地利用比率を見ると、２００７年（平成１９年）の時点で、宅地が４３．

１％を占めています。また、宅地の用途別に分類し、その構成比を見ると、公共用地 

１３．３％、商業用地９．１％、住宅用地７２．９％、工業用地４．１％、農業用地 

０．６％となっています。特に、住宅用地の占める割合は７割を越え、多摩都市部の 

２８市町の中でも、狛江市、国分寺市、西東京市に続いて４番目に高い数値です。 

さらに、建物棟数を見ると、１０９,１１７棟で、八王子市に次ぎ２番目の数値です。

２００２年（平成１４年）の９０,７８９棟と比較すると、大きく増加しており、多摩都

市部で、最も著しい増加が見られます。 

市の景観づくりを考える上で、住宅地の景観は大きな要素であり、建物が景観に与え

る影響は大きく、景観づくりを進める上で、建物に対する適正な景観誘導を図ることが

重要です。 

■宅地の割合 （２００７年（平成１９年）土地利用現況調査より） 

        
 
 
 
 
 
   

 

 

 

 

 

原野
3.5%

宅地
43.1%

その他
3.4%

道路等
13.9%

未利用地
等

3.9%

公園等
5.4%

農用地
7.7%

水面
1.0%

山林
18.2%

■宅地の用途別の割合 （２００７年（平成１９年）土地利用現況調査より） 

13.3 9.1 72.9

4.1 0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

公共 

用地 

商業 工業 農業 

用地 住宅用地 用地 用地 
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序章 良好な町田市の景観づくりを目指して 

６ 景観づくりの基本的な視点 

 

 

（１）「協働」による景観づくり 

近年、人々の関心は身近な生活空間の向上に向けられており、今まで以上に地域独

自の個性を生かしたまちづくりが大切になってきています。 

景観は、地域の自然や文化・歴史の表れであり、「人々が住み続けたい、訪れたい」

と思うようなだれもが誇れるまちをつくりあげていくために、市民・事業者・行政の

協働による地域の個性を生かした景観づくりを重視します。 

 

 

（２）景観資源の保全と景観づくりへの具体的な取り組み 

市の景観の重要な要素となっている資源の多くは、都市化の進行による急激なまち

並みの変化によって、失われてきている状況にあります。 

市では、これまでにも景観づくりに関わる取り組みを行ってきていますが、守るべ

き景観資源や景観づくりの方向性について、明確な考え方を示してきませんでした。 

そのため、市の景観づくりの基本的な考え方やその実現化方策を具体化し、取り組

みを進めていくことを重視します。 

 

 

（３）市民ニーズの高まり 

市内の各所では、「町田市住みよい街づくり条例※１」に基づく登録団体による街づく

り活動が展開されています。それらの活動の中には「景観づくり」に関する取り組み

も含まれており、「景観づくり」は「街づくり」の主要な要素として捉えられています。 

今後は、都市計画法や建築基準法※２等に基づく手法だけではなく、景観法に基づく

景観地区※３や景観協定※４等の制度を積極的に活用した取り組みが増えていくことが

想定されるため、その取り組みに応じて支援の充実を図っていくことを重視します。 

 

 

                                                  
※１ 町田市住みよい街づくり条例（平成１５年町田市条例第４９号）：町田市基本構想に基づき、町田市都市計画マスタープラ
ンの基本目標の実現を図るため、市民、事業者及び町田市それぞれの役割及び責務を明らかにするとともに、街づくりの推進に

関する必要な事項を定め、もって地域及び地区の特性を生かした個性ある街づくりの実現を図ることを目的とする。 
※２ 建築基準法（昭和２５年法律第２０１号）：建築物の敷地、構造、設備及び用途に関する最低の基準を定めて、国民の生命、
健康及び財産の保護を図り、もって公共の福祉の増進に資することを目的とする。 
※３ 景観地区：景観法第６１条第１項に規定する景観地区のこと。都市計画法第８条第１項第６号の規定により、地域地区の 

一つとして指定することができる。 
※４ 景観協定：景観法第８１条第１項に規定する景観協定のこと。土地所有者等の全員の合意により締結することができる。 
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序章 良好な町田市の景観づくりを目指して 

７ 取り組みの基本姿勢 

 

市が景観づくりに取り組む際の基本姿勢を示します。 

 

 

 

○市民・事業者・行政の協働により景観づくりに取り組む 
 

市の景観を魅力的なものにしていくために、景観づくりに関わる市民、事業者、行

政が、それぞれの役割や責任を自覚し、互いの理解や協力のもとに連携しながら協働

で取り組みを進めていきます。 

 

市民 事業者 

行政 
景観施策・事業等の展開、

景観づくりへの支援 

主体的な取り組み 社会の一員として 
景観づくりに貢献 

協働 

連携 

連携 連携 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○将来像を見据えた次世代へつなげる景観づくりを目指す 
    

 

現在の課題に対処するだけではなく、これからの町田らしい景観をどのようにつく

り上げていくのか、２０年、３０年先の市の景観の将来像を見据えた、次世代へつな

げる景観づくりを目指します。 
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序章 良好な町田市の景観づくりを目指して 

 

○地域の自然や文化・歴史を尊重し個性を生かした景観づくりを進める  

 

自然景観、住宅地景観、にぎわい景観をはじめ、現在の町田市の景観は、地域の自

然や文化・歴史の積み重ねによって形づくられてきたものであり、市民の生活と深い

関わりを持ちながら培われ、人々と共に育まれてきた景観です。そうした「生活風景」

を尊重した景観づくりを進めます。 

例えば、自然豊かな丘陵地や良好な住宅地においては保全を基調とする一方で、町

田駅周辺では、大きな特徴のひとつである「にぎわい」を促進させるような創造的な

景観づくりを進めるなど、それぞれの地域の個性を生かしながら「守り、つくり、育

む」という視点を持ち、景観づくりを進めていきます。 

 

 

 

 

○市民が主役となって景観づくりに取り組む 
 

【協働の取り組みにおける市民の役割】 

市民一人ひとりが主役となり、身近な「生活風景」や地域の景観資源を大切にしな

がら、市民同士が協力して、住んでいるまちに愛着と誇りを持てるような景観づくり

に取り組んでいきます。 

また、「町田市住みよい街づくり条例」に基づく支援の仕組みなどを活用して、地域

住民が主体となり、景観づくりを含めた「街づくり」の活動を積極的に進めていきま

す。 

 

景観づくり 街づくり 
 

 

 

 活用 

 
町田市住みよい街づくり条例 

地区街づくり、街づくり市民活動の推進 など 
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序章 良好な町田市の景観づくりを目指して 

  

○事業者は地域の景観づくりに貢献する 

 
【協働の取り組みにおける事業者の役割】 

魅力的な景観づくりの実現には、事業者の協力が必要です。建築物、工作物の建築

行為等や開発行為、広告物の設置にあたって、これまでに培われてきたそれぞれの地

域の個性を生かしながら、事業者自らが景観に配慮した取り組みを行うことにより、

地域の魅力あるまちづくりに貢献していきます。 

 

 

 

 

○行政は率先して景観づくりを実践する 
 

【協働の取り組みにおける行政（市）の役割】 

公共建築物や道路等の公共施設の整備にあたっては、景観への配慮を率先して行い、

市の景観づくりをリードしていきます。 

また、景観づくりとの関わりが深い土地利用、安全・安心なまちづくり、農業、福

祉・バリアフリー、自然環境の保全、生涯学習・環境学習などの分野と互いに連携を

図って、施策や事業を進めていきます。 

さらに、景観づくりに関する情報発信を積極的に行い、市民や事業者の積極的な景

観づくりへの取り組みに対する支援の充実を図るなど、景観づくり全体の調整役を担

っていきます。 

景観 

安全・安心

福祉 

バリアフリー 

自然環境保全 

生涯学習

環境学習
農業 

土地利用

公共施設 
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序章 良好な町田市の景観づくりを目指して 

 

○景観づくりの高まりとともに成長・充実する計画とする 
 

景観づくりの取り組みは、息の長い取り組みです。市の個性や特色を生かした景観

を実現していくためには、明確な目標をもち、一つひとつ着実に取り組んでいくこと

が必要となります。 

本計画は、市民などの取り組みや、施策・事業などの進展、社会状況の変化などに

合わせて、景観づくりの高まりとともに随時見直しながら、成長・充実させていきま

す。 
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序章 良好な町田市の景観づくりを目指して 

８ 計画の全体構成 

「町田市景観計画」は、市の景観づくりの考え方及び景観づくりの実現化方策を示すも

のであり、それらは、景観法第８条に基づく部分、及び市独自の景観づくりに関する内容

によって構成されています。 

町田市の景観づくりの考え方  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 計画の全体構成 

９ 景観づくりの進め方 

６ 景観づくりの基本的な視点 

７ 取り組みの基本姿勢 

５ 町田市の現状と動向 

３ 計画の期間 

４ 計画の対象区域 法 第８条 第２項 第１号 

１ 計画策定の背景と必要性 

２ 計画の位置づけ 

良好な町田市の景観づくりを目指して 

はじめに 

序章 

○ 町田市の景観の特徴を４つの視点

から整理しています。 

（４）生活・活動の景観 

 （３）文化的・歴史的景観  

（２）まち並み景観 

１ 町田市の特徴的な景観の要素 

 （１）自然景観     

 

 

第 1章 

町田市の景観の特徴 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 基本理念 

『生活風景に魅力と豊かさを感じられるまち』～人と風景が共に育つ景観づくり～ 

２・３ 基本目標・重点目標・個別目標（ここでの個別目標の記載は省略） 

   基本目標Ⅰ 自然の風景を守り育てる 

    重点目標Ⅰ－１ 緑豊かな景観づくりを進める 

    重点目標Ⅰ－２ 町田ならではの地形の特性を生かした景観づくりを進める 

    重点目標Ⅰ－３ だれもが親しめる河川や水辺の空間を生かした景観づくりを進める 

   基本目標Ⅱ だれもがやすらぎ、誇れるまち並みをつくる 

    重点目標Ⅱ－１ 住宅地の良好な景観づくりを進める 

    重点目標Ⅱ－２ にぎわいとうるおいのある市街地の景観づくりを進める 

    重点目標Ⅱ－３ やすらぎと地域らしさが感じられる沿道景観づくりを進める 

   基本目標Ⅲ 先人が築いた文化・歴史を受け継ぐ 

    重点目標Ⅲ－１ 地域の特色ある文化や歴史を反映した景観づくりを進める 

   基本目標Ⅳ 次世代に向けてだれもが愛着と誇りをもてるまちをめざす 

    重点目標Ⅳ－１ 市民・事業者・行政が協働で景観づくりを進める 

    重点目標Ⅳ－２ それぞれの地域の個性や特色を生かし地域や市全体の魅力を高める 

第３章 地域別の景観づくりの方針  

 

 

１ 相原・小山地域   ２ 小山田・小野路地域   ３ 鶴川地域   ４ 忠生地域 

５ 玉川学園地域    ６ 原町田地域       ７ 成瀬地域   ８ 南町田地域 

○魅力的な景観づくりを行うための基本的な方針を示しています。 

○基本理念を示し、４つの基本目標と９つの重点目標などによって景観づくりに取

り組みます。 

○市内を８つの地域に分け、地域の景観の特徴や景観づくりの考え方を示していま

す。 

第２章 町田市の景観づくりの基本的な方針  
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序章 良好な町田市の景観づくりを目指して 

  
町田市の景観づくりの考え方 

景観づくりの実現化方策

法に基づく事項 

町田市独自の景観づくり施策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４章 届出制度による景観づくり 法 第８条 第２項 第２号第 3号 

 

 

 

 

１ 届出制度による景観づくり 

２ 景観形成ゾーン 

   （１）丘陵地ゾーン  （２）住まい共生ゾーン  （３）にぎわいゾーン 

３ 景観形成誘導地区 

   （１）小野路宿通り景観形成誘導地区  （２）町田駅前通り景観形成誘導地区 

   （３）多摩境通り景観形成誘導地区    

４ 建築物等における色彩の基準 

第５章 景観法に基づくその他の方針等 

 

 

 

１ 屋外広告物の表示及び屋外広告物を掲出する物件の設置に関する行為の制限に関する事項 

法 第８条 第２項 第５号 

２ 景観重要建造物・景観重要樹木の指定の方針 法 第８条 第２項 第 4号 

３ 景観重要公共施設 法 第８条 第２項 第５号 

第６章 計画の推進・管理 

 

 

 

１ 各主体との協働の体制づくり 

２ 具体的な景観づくりの実践 

３ 計画の定期的な評価・見直し 

景観づくりの実現化方策 

景
観
法
に
基
づ
く
部
分 

○法に位置付けられた景観形成のための手法について、町田市での活用方

針を示しています。 

○景観計画を効果的・効率的に進めていくための推進体制や具体的な実

現手法等について示しています。 

○景観法に基づく届出による建築物等の誘導について基準を定めます。 

○市内を３つのゾーンに分け、緩やかに景観づくりを誘導します。また、

特に景観形成が必要な地区を景観形成誘導地区として指定し、きめ細か

い誘導を行います。 
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序章 良好な町田市の景観づくりを目指して 

９ 景観づくりの進め方 

 

具体的な景観づくりを進めていくために、以下の３つの考え方や方針等に基づいて

景観づくりの誘導を行います。 

 

①市内全域共通の景観づくりの原則（全域共通＝第２章） 

 

市内で景観づくりを進める際の基本的な考え方を示しています。具体的には「第２

章 町田市の景観づくりの基本的な方針」において、基本理念、基本目標、重点目標、

個別目標として、基本的な考え方を整理しています。 

市で景観づくりを進める場合において、基礎となる共通の考え方になります。 

 

 

②地域の個性を大切にした景観づくりを行うための方針（地域別＝第３章） 

 

地域の個性を引き出し、魅力的な景観づくりを行うために、市域を８つの地域に分

け、それぞれの特性を踏まえた景観づくりの方針を示しています。 

「第３章 地域別の景観づくりの方針」で、各地域の「景観づくりのテーマ」、「景

観づくりの作法」を示しています。 

これは、市民が地域の景観を理解するための素材になるとともに、市民一人ひとり

が、地域の個性を引き出しながら景観づくりを進めるための方向性を共有する内容を

整理しています。 

 

 

   

８つの地域 

・相原・小山地域 

・小山田・小野路地域 

・鶴川地域 

・忠生地域 

・玉川学園地域 

・原町田地域 

・成瀬地域 

・南町田地域 

※地域分類は町田市都市計画マスタープランに基づくものです。詳しい町目構成は、各地域別の

景観づくりの方針で示しています。 
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序章 良好な町田市の景観づくりを目指して 

 

③届出制度による景観づくり（ゾーン・地区＝第４章） 

 

一定の規模以上の建築等の行為や開発を行う場合には、景観法に基づく届出が必要

になります。「第４章 届出制度による景観づくり」に、届出を行う区域や地区の区分、

それぞれの対象行為や基準を定めています。 

市内を景観の主な特徴に合わせて、３つの「景観形成ゾーン」（「丘陵地ゾーン」「住

まい共生ゾーン」「にぎわいゾーン」）に分け、広域的な景観形成の推進を図ります。 

また、特定の地区においてより積極的に景観形成を図るために、「景観形成誘導地区」

を順次指定し、地区の特性に応じたきめ細かな誘導を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

景観形成ゾーン 

景観の主な特徴に合わせた広域的な景観形成の推進を図る。 

・丘陵地ゾーン 

 （丘陵の稜線及び谷戸の風景に配慮した景観の形成を目指す。）

・住まい共生ゾーン 

 （個性豊かな魅力ある住宅地等の風景及び身近な自然に配慮し

た景観の形成を目指す。） 

・にぎわいゾーン 

 （町田駅周辺を中心とした、活気あふれる環境づくりと交流拠

点としての充実を目指す。） 

景観形成誘導地区 

特定の地区におい

て、より積極的に景観

形成を図る。 
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